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く
ぬ
ぎ
山
地
区
は
、
三
富
地
域
の
一
角
に

位
置
す
る
大
規
模
な
平
地
林
で
す
。
所
沢
市
、

川
越
市
、
狭
山
市
、
三
芳
町
に
ま
た
が
っ
て

面
積
は
約
百
五
十
二
㌶
（
所
沢
市
の
米
軍
通

信
基
地
の
約
一
・
五
倍
）。
武
蔵
野
の
面
影
を

残
す
貴
重
な
緑
地
で
す
。

　

こ
の
夏
、
県
と
地
元
三
市
一
町
は
、
く
ぬ

ぎ
山
の
緑
地
保
全
を
目
指
し
、
国
に
よ
る
近

郊
緑
地
保
全
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
賛
否
を

問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
地
権
者
に
対
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
人
数
」
に
お
い
て
は
賛
成
が

反
対
を
若
干
上
回
っ
た
も
の
の
、「
土
地
面
積
」

で
は
反
対
が
賛
成
を
相
当
程
度
上
回
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
は
近
郊
緑
地
保
全
区
域
の
指

定
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

〈
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
〉
対
象
は
全
地
権
者
六
五

九
人
、
回
収
率
は
六
一
％
（
四
〇
三
人
）。〈
人

数
〉
賛
成
一
六
〇
人
（
四
〇
％
）、
反
対
一
五

〇
人
（
三
七
％
）、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
・

無
効
九
三
人
（
二
三
％
）〈
土
地
面
積
〉
賛
成

三
一
・
〇
㌶
（
三
一
％
）、反
対
四
九
・
九
㌶
（
五

一
％
）、
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
・
無
効
一
七
・

六
㌶
（
一
八
％
）

ひ
と
こ
と…

涼
し
く
な
っ
て
一
安
心

　
「
じ
ゅ
ん
じ
ニ
ュ
ー
ス
」
で
貴
重
な
キ
ャ
ラ
と
し

て
活
躍
し
て
く
れ
て
い
る
我
が
家
の
愛
犬
・
ハ
ナ

ち
ゃ
ん
（
ラ
ブ
ラ
ド
ー
ル
レ
ト
リ
バ
ー
）。
何
と
か

こ
の
夏
を
乗
り
切
り
、
秋
に
は
満
十
五
歳
を
迎
え
ま

す
。

　

昔
は
、
あ
り
余
る
元
気
と
美
貌
で
近
所
を
ブ
イ
ブ

イ
言
わ
せ
て
い
た
彼
女
で
す
が
、
さ
す
が
に
最
近
は

そ
う
も
い
き
ま
せ
ん
。
お
散
歩
も
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
と

ご
近
所
を
一
周
程
度
。
帰
っ
て
く
る
と
、
エ
ア
コ
ン

ガ
ン
ガ
ン
で
、
首
に
は
ア
イ
ス
ノ
ン
。
濡
れ
タ
オ
ル

に
く
る
ま
っ
て
、
さ
ら
に
扇
風
機
。「
ハ
ア
ハ
ア
」

が
お
さ
ま
る
と
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
寝
て
い
ま
し

た
。　

　

最
近
は
大
分
涼
し
く
っ
て
、
犬
飼
い
と
し
て
は
一

安
心
。
動
物
愛
護
と
い
う
分
野
に
眼
を
開
か
せ
て
く

れ
た
の
も
あ
る
意
味
、
ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
お
か
げ
。
貢

献
度
は
大
で
す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
い
て
ね
！
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緑
と
農
地
は
三
富
の
『
宝
』 

　
　
今
回
、
県
と
市
が
目
指
し
た
の

　
　
は
、
国
の
「
近
郊
緑
地
保
全
区

域
」
の
指
定
を
受
け
た
後
、
さ
ら
に

同
意
を
得
ら
れ
た
土
地
を
県
が
「
近

郊
緑
地
特
別
保
全
地
区
」
に
指
定
し
、

時
価
で
買
い
取
っ
て
保
全
し
よ
う
と

い
う
二
段
階
の
取
り
組
み
で
し
た
。

し
か
し
、
一
歩
目
の
「
近
郊
緑
地
保

全
区
域
」
指
定
に
地
権
者
全
体
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

　「
近
郊
緑
地
保
全
区
域
」
は
開
発

行
為
を
届
け
出
制
と
す
る
緩
や
か
な

規
制
で
す
が
、
そ
れ
で
も
資
産
価
値

減
少
に
対
す
る
危
惧
や
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
の
対
応
へ
の
不
信
感
が
ぬ
ぐ

い
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
緑
地

保
全
は
大
な
り
小
な
り
地

権
者
の
私
権
を
制
限
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
大
方

の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
以

上
、
今
回
の
指
定
見
送
り

と
い
う
判
断
は
や
む
を
得

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
今
回
の
指
定
を
め

ぐ
っ
て
、
地
権
者
の
皆
様

の
多
様
な
ご
意
見
を
数
多

く
聞
け
た
の
は
と
て
も
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
定
例
県
議
会
で
も
取
り
上
げ

ま
し
た
が
、
く
ぬ
ぎ
山
は
江
戸
時
代

に
柳
沢
吉
保
公
が
行
っ
た
三
富
新
田

の
開
発
と
と
も
に
作
ら
れ
た
人
工
林

で
す
。
落
ち
葉
を
た
い
肥
に
し
、
薪

を
燃
料
と
す
る
循
環
型
農
業
を
三
百

年
間
に
わ
た
っ
て
支
え
続
け
て
き
ま

し
た
。
現
在
も
三
富
地
域
は
首
都
圏

有
数
の
野
菜
産
地
で
す
。
く
ぬ
ぎ
山

の
緑
地
を
残
し
つ
つ
、
三
富
農
業
の

振
興
を
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
い
い

の
か
。
こ
れ
か
ら
も
地
元
の
皆
さ
ん

の
声
を
聞
き
つ
つ
、
努
力
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

解説

くぬぎ山『近郊緑地』指定見送りへ 地権者アンケートで合意得られず

賛成

反
対

う
〜
ん

貴重な
声を数多く
聞けました

!!

地
元
の
声
聞
き
、
今
後
も
努
力
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『くぬぎ山と三富地域』 部分が三富地域


